
青山公園

有栖川宮記念公園

池田山公園

増上寺 港区役所

江東区役所

文庫の森

有明埠頭フェリーターミナル

東京港

東京湾

泉岳寺

若洲海浜公園

東京ヘリポート

宇喜田公園

夢の島公園

新左近川
親水公園

葛西臨海公園

潮見運動公園

汐留シオサイト

日本橋

荒川・砂町水辺公園

仙台堀川公園

亀戸中央公園

目白台運動公園

小石川後楽園

皇居
新宿御苑

文京区

墨田区
台東区

中央区

千代田区

港区
江東区

有明JCT

葛西JCT

両国JCT

谷町JCT

谷町JCT

三宅坂JCT

駒形PA

千駄ヶ谷

新橋
汐留

浜松町

有楽町

東京

豊洲

両国

竹芝

信濃町

日の出 新豊洲

目黒

不動前

大崎

大崎広小路

新馬場

田町

品川
五反田

戸越銀座

北品川

芝浦ふ頭

恵比寿

青海

有明テニスの森

台場

市場前

東雲

有明

国際展示場正門

船の科学館

テレコムセンター

天王洲アイル

お台場海浜公園

池袋 向原

茗荷谷

都電雑司ヶ谷 東池袋四丁目

学習院下

鬼子母神前

面影橋 早稲田

早稲田
後楽園

飯田橋 水道橋

御徒町

上野

鶯谷

日暮里

浅草 浅草

浅草橋
秋葉原御茶ノ水

神田市ヶ谷

四ツ谷

代 木々

八広
東向島

曳舟 京成曳舟

平井

錦糸町
亀戸

東あずま

新小岩

小村井

亀戸水神

東大島

船堀

西葛西

潮見

新木場

葛西臨海公園

17

17

14

14

6

15

4

4

20

246

246

1

1

357

319
4 302

403

301

308449

50

474

463

465

50

449

477

10

306

319

312

317

301

319

10

449475

10

484

449

316

480

306

304

463

418

416

414

319

413

405

405305

436

437

25

452

452

453

462

464

302

首
都
高
速
中
央
環
状
線

首都高速7号小松川線

京葉道
路

蔵前橋通り
春日通り

首都高速11号 台場
線

首

都高
速
2号

目黒線

隅田川

隅
田
川

荒
川

荒
川

総武本線

卍

卍

一
之
席

二
之
席

九
之
席

八
之
席

七
之
席

六
之
席

五
之
席

四
之
席

三
之
席 江

戸
散
歩
地
図

六之席 p.114

二之席 p.36

四之席 p.74

八之席 p.144

一之席 p.10

三之席 p.52

五之席 p.92

七之席 p.130

九之席 p.158

青山公園

有栖川宮記念公園

池田山公園

増上寺 港区役所

江東区役所

文庫の森

有明埠頭フェリーターミナル

東京港

東京湾

泉岳寺

若洲海浜公園

東京ヘリポート

宇喜田公園

夢の島公園

新左近川
親水公園

葛西臨海公園

潮見運動公園

汐留シオサイト

日本橋

荒川・砂町水辺公園

仙台堀川公園

亀戸中央公園

目白台運動公園

小石川後楽園

皇居
新宿御苑

文京区

墨田区
台東区

中央区

千代田区

港区
江東区

有明JCT

葛西JCT

両国JCT

谷町JCT

谷町JCT

三宅坂JCT

駒形PA

千駄ヶ谷

新橋
汐留

浜松町

有楽町

東京

豊洲

両国

竹芝

信濃町

日の出 新豊洲

目黒

不動前

大崎

大崎広小路

新馬場

田町

品川
五反田

戸越銀座

北品川

芝浦ふ頭

恵比寿

青海

有明テニスの森

台場

市場前

東雲

有明

国際展示場正門

船の科学館

テレコムセンター

天王洲アイル

お台場海浜公園

池袋 向原

茗荷谷

都電雑司ヶ谷 東池袋四丁目

学習院下

鬼子母神前

面影橋 早稲田

早稲田
後楽園

飯田橋 水道橋

御徒町

上野

鶯谷

日暮里

浅草 浅草

浅草橋
秋葉原御茶ノ水

神田市ヶ谷

四ツ谷

代 木々

八広
東向島

曳舟 京成曳舟

平井

錦糸町
亀戸

東あずま

新小岩

小村井

亀戸水神

東大島

船堀

西葛西

潮見

新木場

葛西臨海公園

17

17

14

14

6

15

4

4

20

246

246

1

1

357

319
4 302

403

301

308449

50

474

463

465

50

449

477

10

306

319

312

317

301

319

10

449475

10

484

449

316

480

306

304

463

418

416

414

319

413

405

405305

436

437

25

452

452

453

462

464

302

首
都
高
速
中
央
環
状
線

首都高速7号小松川線

京葉道
路

蔵前橋通り
春日通り

首都高速11号 台場
線

首

都高
速
2号

目黒線

隅田川

隅
田
川

荒
川

荒
川

総武本線

卍

卍

一
之
席

二
之
席

九
之
席

八
之
席

七
之
席

六
之
席

五
之
席

四
之
席

三
之
席 江

戸
散
歩
地
図

六之席 p.114

二之席 p.36

四之席 p.74

八之席 p.144

一之席 p.10

三之席 p.52

五之席 p.92

七之席 p.130

九之席 p.158

4



67

ま
え
が
き
…
…
2

落
語
江
戸
散
歩
地
図
…
…
4

本
書
で
紹
介
し
ている
噺
の
索
引
…
…
8

一
之
席浅

草
、吉
原
、向
島
を
歩
く
…
…
9

案
内
人
◉
隅
田
川
馬
石

浅
草
、吉
原
、向
島
巡
り
地
図
…
…
10

浅
草
を
歩
く
…
…
12

吉
原
を
歩
く
…
…
20

向
島
を
歩
く
…
…
22

落
語
名
作
選『
文
七
元
結
』…
…
24

落
語
名
作
選『
紺
屋
高
尾
』…
…
26

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
28

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

一 
天
麩
羅
…
…
34

二
之
席業

平
、亀
戸
、蔵
前
を
歩
く
…
…
35

案
内
人
◉
隅
田
川
馬
石

業
平
、亀
戸
、蔵
前
巡
り
地
図
…
…
36

業
平
を
歩
く
…
…
38

亀
戸
を
歩
く
…
…
40

蔵
前
を
歩
く
…
…
42

落
語
名
作
選『
中
村
仲
蔵
』…
…
46

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
48

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

二 

餅
菓
子
…
…
50

三
之
席両

国
、深
川
、佃
島
を
歩
く
…
…
51

案
内
人
◉
隅
田
川
馬
石

両
国
、深
川
、佃
島
巡
り
地
図
…
…
52

柳
橋
、両
国
を
歩
く
…
…
54

深
川
を
歩
く
…
…
58

佃
島
を
歩
く
…
…
60

落
語
名
作
選『
船
徳
』…
…
64

落
語
名
作
選『
た
が
や
』…
…
66

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
68

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

三 

猪
鍋
…
…
72

四
之
席日

本
橋
、人
形
町
を
歩
く
…
…
73

案
内
人
◉
古
今
亭
文
菊

日
本
橋
、人
形
町
巡
り
地
図
…
…
74

日
本
橋
を
歩
く
…
…
76

人
形
町
を
歩
く
…
…
80

茅
場
町
を
歩
く
…
…
82

落
語
名
作
選『
百
川
』…
…
84

落
語
名
作
選『
心
眼
』…
…
86

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
88

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

四 

寿
司
…
…
90

五
之
席上野

、湯
島
、神
田
を
歩
く
…
…
91

案
内
人
◉
古
今
亭
文
菊

上
野
、湯
島
、神
田
巡
り
地
図
…
…
92

上
野
を
歩
く
…
…
94

湯
島
を
歩
く
…
…
96

神
田
を
歩
く
…
…
100

落
語
名
作
選『
初
天
神
』…
…
104

落
語
名
作
選『
素
人
鰻
』…
…
106

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
108

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

五 

鰻
…
…
112

六
之
席根

岸
、谷
中
、根
津
を
歩
く
…
…
113

案
内
人
◉
古
今
亭
文
菊

根
岸
、谷
中
、根
津
巡
り
地
図
…
…
114

根
岸
を
歩
く
…
…
116

谷
中
を
歩
く
…
…
120

根
津
を
歩
く
…
…
122

落
語
名
作
選『
茶
の
湯
』…
…
124

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
126

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 
其
之 
六 

豆
腐（
豆
富
）…
…
128

七
之
席丸の

内
、山
王
、麻
布
を
歩
く
…
…
129

案
内
人
◉
三
遊
亭
金
朝

丸
の
内
、山
王
、麻
布
巡
り
地
図
…
…
130

丸
の
内
を
歩
く
…
…
132

山
王
を
歩
く
…
…
134

麻
布
を
歩
く
…
…
136

落
語
名
作
選『
時
蕎
麦
』…
…
138

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
140

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

七 

蕎
麦
…
…
142

八
之
席増

上
寺
、芝
を
歩
く
…
…
143

案
内
人
◉
三
遊
亭
金
朝

増
上
寺
、芝
巡
り
地
図
…
…

144

増
上
寺
を
歩
く
…
…
146

芝
を
歩
く
…
…
146

落
語
名
作
選『
芝
浜
』…
…
152

落
語
名
作
選『
首
提
灯
』…
…
154

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
156

九
之
席泉

岳
寺
、品
川
を
歩
く
…
…
157

案
内
人
◉
三
遊
亭
金
朝

泉
岳
寺
、品
川
巡
り
地
図
…
…
158

泉
岳
寺
を
歩
く
…
…
160

高
輪
を
歩
く
…
…
162

品
川
を
歩
く
…
…
164

落
語
名
作
選『
品
川
心
中
』…
…
168

そ
の
ほ
かの
噺
…
…
170

落
語
と
江
戸
グ
ル
メ 

其
之 

八 

団
子
…
…
172

散
歩
の
後
は
寄
席
で
落
語
を
…
…
173

江
戸
散
歩
案
内
人
紹
介
…
…
174

参
考
文
献
…
…
175

目
次



業平二丁目

観光ホテル ニューアオキ

五十間道

浅草四郵便局

浅草ホテル 和草

浅草花やしき

助六の宿 貞千代

タイトーステーション 
浅草店

田原小

ホテル浅草＆カプセル
雷門郵便局

雷門

旅館
浅草指月

浅草小

台東区役所北部
区民事務所

合力稲荷神社
正法寺

土
手
通
り

東浅草郵便局
日本堤消防署

東浅草小

台東日本堤郵便局

東禅寺
宝晃寺 光照院

清川保育園

浄雲寺

福壽院

保元寺
台東区
産業振興事業団
産業研修
センター

長昌寺
蓮窓寺

勝運寺

桜橋中

称福寺

台東リバーサイド
スポーツセンター野球場

今戸神社

都立浅草高

潮江院

吾妻橋
北十間川

白鬚神社

第一寺島小

弘福寺

墨田中

都立本所高

本所消防署小梅出張所圓通寺

隅田公園

桜橋

牛嶋神社

小梅小

浅草観音温泉

浅草警察署
千束小

浅草

浅草

とうきょうスカイツリー 押上

押上

浅草

向島

飛不動前

千束三丁目

浅草四丁目

浅草三丁目

西浅草三丁目

浅草観音堂裏

公園六区入口

浅草二丁目

二天門前

吾妻橋

東参道

言問橋西

浅草六丁目

浅草五丁目

地方橋

吉原大門

清川一丁目

橋場二丁目

今戸二丁目

紙洗橋

東浅草一丁目

浅草七丁目

向島高速道路入口

向島五丁目体育館前

向島三丁目

向島五丁目

東向島一丁目

向島二丁目

京成橋
とうきょうスカイツリー駅

業平一丁目

牛島神社前

源森橋

言問橋東

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文 卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍
卍

卍

H

H

H
H

H

東京スカイツリー

台東区立
一葉記念館

6

6
6

462

464

461

461

314

314

463

453

319

319

雷門通り

浅草通り

台東リバーサイド
スポーツセンター

浅草寺
こども図書館

乾徳稲荷神社

押上保育園

墨田吾妻橋郵便局

墨田区役所

弘法寺

東浅草
一丁目

東浅草二丁目

浅草
二丁目

今戸二丁目千束三丁目

千束四丁目

日本堤一丁目 橋場二丁目

堤通
一丁目

向島三丁目

向島一丁目

今戸一丁目

雷門二丁目

浅草三丁目

清川一丁目

向島
二丁目

東向島
三丁目

向島五丁目

浅草五丁目

浅草六丁目

浅草七丁目

花川戸
二丁目

吾妻橋
二丁目

隅田公園

言問橋

言問通り

首
都
高
速

6 号向島線

首
都
高
速
6
号
向
島
線

首
都
高
速
6号
向
島
線

隅
田
川

隅
田
川

東武伊勢崎線

五十間道

馬
道
通
り

国
際
通
り

亀十

金龍山浅草餅

宝蔵門

浅草神社

浅草寺

浅草演芸ホール

西島商店

吉原大門跡

吉原神社

桜なべ 中江 土手の伊勢屋

山谷堀公園

待乳山聖天

長命寺

旧 猿若町

三囲神社

見返り柳

長命寺桜もち

千
束
通
り

土
手
通
り

千
束
通
り

浅草、吉原、向島巡り

10分  0.5km歩く時間と行程：

一之
席

歩く時間：約２時間10分

30分  1.5km歩く時間と行程：

7分  0.4km歩く時間と行程：

30分  1.5km歩く時間と行程：

10分  0.5km歩く時間と行程：

20分  1km歩く時間と行程：

23分  1.3km歩く時間と行程：

行程：約6.5km

浅草駅

浅草寺
台東区浅草二丁目3-1

吉原大門交差点
台東区 土手通り×五十間道

吉原神社
台東区千束三丁目20-2

待乳山聖天
台東区浅草七丁目4-1

隅田公園
墨田区向島一、二、五丁目など

長命寺
墨田区向島五丁目4-4

とうきょうスカイツリー駅

業平二丁目

観光ホテル ニューアオキ

五十間道

浅草四郵便局

浅草ホテル 和草

浅草花やしき

助六の宿 貞千代

タイトーステーション 
浅草店

田原小

ホテル浅草＆カプセル
雷門郵便局

雷門

旅館
浅草指月

浅草小

台東区役所北部
区民事務所

合力稲荷神社
正法寺

土
手
通
り

東浅草郵便局
日本堤消防署

東浅草小

台東日本堤郵便局

東禅寺
宝晃寺 光照院

清川保育園

浄雲寺

福壽院

保元寺
台東区
産業振興事業団
産業研修
センター

長昌寺
蓮窓寺

勝運寺

桜橋中

称福寺

台東リバーサイド
スポーツセンター野球場

今戸神社

都立浅草高

潮江院

吾妻橋
北十間川

白鬚神社

第一寺島小

弘福寺

墨田中

都立本所高

本所消防署小梅出張所圓通寺

隅田公園

桜橋

牛嶋神社

小梅小

浅草観音温泉

浅草警察署
千束小

浅草

浅草

とうきょうスカイツリー 押上

押上

浅草

向島

飛不動前

千束三丁目

浅草四丁目

浅草三丁目

西浅草三丁目

浅草観音堂裏

公園六区入口

浅草二丁目

二天門前

吾妻橋

東参道

言問橋西

浅草六丁目

浅草五丁目

地方橋

吉原大門

清川一丁目

橋場二丁目

今戸二丁目

紙洗橋

東浅草一丁目

浅草七丁目

向島高速道路入口

向島五丁目体育館前

向島三丁目

向島五丁目

東向島一丁目

向島二丁目

京成橋
とうきょうスカイツリー駅

業平一丁目

牛島神社前

源森橋

言問橋東

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文 卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍
卍

卍

H

H

H
H

H

東京スカイツリー

台東区立
一葉記念館

6

6
6

462

464

461

461

314

314

463

453

319

319

雷門通り

浅草通り

台東リバーサイド
スポーツセンター

浅草寺
こども図書館

乾徳稲荷神社

押上保育園

墨田吾妻橋郵便局

墨田区役所

弘法寺

東浅草
一丁目

東浅草二丁目

浅草
二丁目

今戸二丁目千束三丁目

千束四丁目

日本堤一丁目 橋場二丁目

堤通
一丁目

向島三丁目

向島一丁目

今戸一丁目

雷門二丁目

浅草三丁目

清川一丁目

向島
二丁目

東向島
三丁目

向島五丁目

浅草五丁目

浅草六丁目

浅草七丁目

花川戸
二丁目

吾妻橋
二丁目

隅田公園

言問橋

言問通り

首
都
高
速

6 号向島線

首
都
高
速
6
号
向
島
線

首
都
高
速
6号
向
島
線

隅
田
川

隅
田
川

東武伊勢崎線

五十間道

馬
道
通
り

国
際
通
り

亀十

金龍山浅草餅

宝蔵門

浅草神社

浅草寺

浅草演芸ホール

西島商店

吉原大門跡

吉原神社

桜なべ 中江 土手の伊勢屋

山谷堀公園

待乳山聖天

長命寺

旧 猿若町

三囲神社

見返り柳

長命寺桜もち

千
束
通
り

土
手
通
り

千
束
通
り

浅草、吉原、向島巡り

10分  0.5km歩く時間と行程：

一之
席

歩く時間：約２時間10分

30分  1.5km歩く時間と行程：

7分  0.4km歩く時間と行程：

30分  1.5km歩く時間と行程：

10分  0.5km歩く時間と行程：

20分  1km歩く時間と行程：

23分  1.3km歩く時間と行程：

行程：約6.5km

浅草駅

浅草寺
台東区浅草二丁目3-1

吉原大門交差点
台東区 土手通り×五十間道

吉原神社
台東区千束三丁目20-2

待乳山聖天
台東区浅草七丁目4-1

隅田公園
墨田区向島一、二、五丁目など

長命寺
墨田区向島五丁目4-4

とうきょうスカイツリー駅

案
内
人
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隅
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川
馬
石
一之
席
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浅
草
寺
へ
の
参
拝
客
が
増
え
る
に
つ
れ

て
、
浅
草
寺
境
内
の
掃
除
の
賦ふ

役え
き

を
課
せ

ら
れ
て
い
た
近
く
の
人
々
に
対
し
、境
内
や

参
道
上
へ
の
出
店
営
業
の
特
権
が
与
え
ら

れ
た
。
こ
れ
が
仲
見
世
の
始
ま
り
で
、
元

禄
、享
保
年
間（
17
世
紀
後
半
か
ら
18
世
紀

前
半
）の
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

十
年
以
上
前
に
や
め
た
そ
う
だ
。

　

仲
見
世
の
商
店
街
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
宝
蔵
門
。
雷
門
や
五
重
塔
と
同
じ

く
、
天
慶
５
年（
９
４
２
年
）に
平
た
い
ら
の

公き
ん

雅ま
さ

に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
当
初
は
仁
王
を
納

め
て
い
た
の
で
仁
王
門
と
呼
ば
れ
た
。

　

昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）、第
二
次
世
界

　

浅
草
仲
見
世
商
店
街
に
よ
る
と
、「
江
戸

時
代
に
は
、
伝で
ん

法ぽ
う

院い
ん

か
ら
仁に

王お
う

門も
ん（

宝ほ
う

蔵ぞ
う

門も
ん

）寄
り
の
店
を
役や
く

店だ
な

と
呼
び
、二
十
軒
の

水み
ず

茶ぢ
ゃ

屋や

が
並
び
、
雷
門
寄
り
は
平ひ
ら

店み
せ

と
呼

び
、
玩
具
、
菓
子
、
土
産
品
な
ど
を
売
っ
て

お
り
、
次
第
に
店
も
増
え
て
、
日
本
で
も
一

番
、
形
の
整
っ
た
門
前
町
へ
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
」と
の
こ
と
。

　

現
在
は
雷
門
か
ら
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
間
に
、
東
側
に
五
十
四
店
、
西
側
に

三
十
五
店
の
計
八
十
九
店
の
店
舗
が
あ
る
。

和
傘
専
門
店
の「
西
島
商
店
」（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）。
踊
り

用
の
舞
傘
、祭
り
傘
な
ど
多
彩
に
そ
ろ
え
て
い
る

『鷺とり』で五重塔の相輪にしがみついた男を演じる馬石師匠。
「五重塔の位置が今とは逆なので、噺の中でも逆になってます
ね」

大
戦
の
空
襲
で
本
堂
と
と
も
に
消
失
し
、昭

和
39
年（
１
９
６
４
年
）に
再
建
。
浅
草
寺
の

宝
物
の
収
蔵
庫
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
宝
蔵

門
の
名
が
付
い
た
。
門
の
裏
側（
本
堂
側
）

に
は
、「
大お
お

わ
ら
じ
」が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　

門
の
左
手（
西
南
）に
位
置
す
る
五
重
塔

は
、最
初
、現
在
と
は
反
対
に
本
堂
の
東
南

に
建
て
ら
れ
た
。
何
度
か
の
火
災
の
後
、

慶
安
元
年（
１
６
４
８
年
）に
徳
川
三
代
将

軍
家
光
が
再
建
し
た
が
、
こ
れ
も
第
二
次

世
界
大
戦
時
に
消
失
し
、
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
年
）に
本
堂
の
西
南
に
建
て
ら

三
百
年
の
歴
史
を
持
つ

商
店
街

仲な

か

見み

世せ

和
菓
子
な
ど
の
食
べ
物
の
ほ
か
、伝
統
工
芸

品
や
浴
衣
と
い
っ
た
、
江
戸
情
緒
あ
ふ
れ

る
店
が
多
く
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
も

喜
ば
れ
て
い
る
。

　

仲
見
世
が
登
場
す
る
噺は
な
し
と
し
て
は『
付つ

き
馬う
ま

』（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

吉
原
で
金
を
持
た
ず
に
遊
ん
だ
男
が
、

「
馬
」と
呼
ば
れ
る
、
借
金
を
取
り
立
て
る

遊
郭
の
若
い
衆
を
連
れ
回
す
噺
だ
。

　

噺
の
中
に
は
仲
見
世
名
物
の
人に
ん

形ぎ
ょ
う

焼や
き

や
紅こ
う

梅ば
い

焼や
き

も
出
て
く
る
。
人
形
焼
は
人に
ん

形ぎ
ょ
う

町ち
ょ
う（

81
ペ
ー
ジ
参
照
）で
修
業
し
た
職

人
が
、
五
重
塔
な
ど
浅
草
名
物
の
型
を

作
っ
て
人
気
を
得
た
と
い
う
。
紅
梅
焼
は
、

浅
草
寺
境
内
に
あ
っ
た
紅
梅
の
下
で
売
ら

れ
た
、
梅
の
花
の
形
を
し
た
煎
餅
と
の
こ

と
。
現
在
も
看
板
に
掲
げ
る
店
が
あ
る
が
、

桃山時代風朱塗りの外観、桜など四季折 の々装飾により、風情たっぷり
の仲見世。正面に見えるのが宝蔵門

延宝３年（1675年）創業、仲見世でも最も歴史ある「金龍山浅草餅本舗」。
浅草餅が名物だったが、現在は「あげまんぢゅう」を販売。写真は、十四
代目になる吉住泰男さん

宝蔵門、五重塔は第二次世界大戦時に本堂とともに焼失、昭和39
年再建されたが、五重塔の位置は本堂の東南から西南に移された

れ
た
。

　

五
重
塔
が
登
場
す
る
噺
と
し
て
は『
鷺さ
ぎ

と
り
』（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）が
あ
る
。
不
し
の
ば
ず
の忍

池い
け

で
鷺
捕
り
を
し
た
男
が
、
捕
ま
え
た
鷺

を
帯
に
差
し
て
い
る
と
、
そ
の
鷺
が
一
斉
に

飛
び
立
っ
た
の
で
、
自
分
も
空
中
に
舞
い
上

が
り
、夢
中
で
棒
に
し
が
み
つ
い
た
ら
五
重

塔
の
相そ
う

輪り
ん（

上
に
突
き
出
た
部
分
）だ
っ
た
、

と
い
う
噺
だ
。

　

浅
草
寺
の
五
重
塔
は
、上
野
の
寛
永
寺
、

芝
の
増
上
寺
、
谷や

中な
か

の
天て
ん

王の
う

寺じ

と
と
も
に

「
江
戸
の
四
塔
」と
し
て
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
。

浅
草
寺
一
番
の

撮
影
ポ
イ
ン
ト

宝ほ

う

蔵ぞ

う

門も

ん

、五
重
塔
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本ほ
ん

所じ
ょ

達だ
る
ま磨
横よ
こ

町ち
ょ
うに
住
む
、
左
官
の
長
ち
ょ
う

兵べ

衛え

。
腕
は
い
い
が
博ば
く
ち打

好
き
、五
十
両
も
の

借
金
を
こ
さ
え
て
、
師
走
と
い
う
の
に
年
も

越
せ
な
い
。
今
日
も
細
川
屋
敷（
注
４
）の
開

帳
で
身
ぐ
る
み
剥は

が
れ
、
法は
っ

被ぴ

を
借
り
て

帰
って
き
た
。

　
す
る
と
女
房
の
お
兼か
ね
が
、十
七
に
な
る
娘
、

お
久ひ
さ

が
い
な
い
と
言
う
。「
夫ふ
う

婦ふ

喧げ
ん

嘩か

が
絶

え
な
い
か
ら
愛
想
尽
か
し
た
に
違
い
な
い
」

と
お
兼
が
泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、吉
原
の
大お
お

見み

世せ

、佐さ

野の

槌づ
ち
か
ら
使
い
の
者
が
き
た
。
昨

夜
か
ら
お
久
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
来
て
ほ

し
い
、
と
女お
か
み将
さ
ん
か
ら
言
付
か
っ
た
と
い

う
。

　
お
兼
の
着
物
を
無
理
や
り
脱
が
せ
て
着

た
長
兵
衛
、慌
て
て
佐
野
槌
に
駆
け
つ
け
る

と
、女
将
さ
ん
の
隣
で
お
久
が
泣
い
て
い
る
。

女
将
さ
ん
に
よ
る
と
、お
久
は
長
兵
衛
の
借

金
を
返
し
て
博
打
も
や
め
さ
せ
よ
う
と
、自

ら
吉
原
に
身
を
売
り
に
来
た
と
い
う
。

　
こ
ん
な
い
い
子
を
持
って
、腕
も
い
い
の
に
、

な
ん
で
博
打
ば
か
り
し
て
い
る
の
か
と
意
見

し
た
女
将
さ
ん
、長
兵
衛
か
ら
、五
十
両
あ

れ
ば
借
金
を
返
し
て
仕
事
が
で
き
る
と
聞

い
て
、来
年
の
大お
お

晦み
そ
か日
ま
で
五
十
両
を
貸
す

と
切
り
出
し
た
。
そ
の
日
ま
で
お
久
は
店

に
出
さ
ず
、お
花
や
お
茶
を
習
わ
せ
る
と
い

う
。

女
将「
そ
の
代
わ
り
、
大
晦
日
を 

一 

日
で
も

過
ぎ
た
ら
私
も
鬼
に
な
る
よ
。
こ
の
子
を

店
に
出
す
。
お
客
を
取
ら
せ
る
よ
。
わ

か
っ
た
か
い
」

長
兵
衛「
へ
え
。
わ
か
り
や
し
た
。
必
ず
大

晦
日
ま
で
に
返
し
や
す
」

女
将「
お
礼
を
言
って
い
き
な
よ
」

長
兵
衛「
女
将
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」

女
将「
私
に
じ
ゃ
な
い
、こ
の
子
に
言
う
ん
だ

よ
。
言
わ
な
い
な
ら
、そ
れ
返
し
て
」

長
兵
衛「
い
や
、言
い
ま
す
…
…
。
お
久
、い

ろ
い
ろ
と
そ
う
い
う
こ
と
で
…
…
」

女
将「
は
っ
き
り
言
って
ご
ら
ん
！
」

長
兵
衛「
お
久
、あ
り
が
と
う
…
…
。
す
ま

ね
え
、勘
弁
し
て
く
ん
ね
え
。
博
打
や
め
て 

一 

生
懸
命
仕
事
し
て
、一 

日
も
早
く
迎
え
に

来
る
か
ら
辛
抱
し
て
く
れ
」

　
五
十
両
の
金
を
懐
に
し
て
本
所
に
急
ぐ

長
兵
衛
、
振
り
返
り
振
り
返
り
や
っ
て
来

た
吾あ
ず
ま妻

橋ば
し

。
今
し
も
橋
か
ら
身
投
げ
し
よ

う
と
し
て
い
る
若
い
男
が
い
る
。
抱
き
留
め

て
事
情
を
聞
く
と
、
男
は
日
本
橋
・
近お
う
み江

屋や

の
手
代
、
文
七
。
小こ

梅う
め

の
水
戸
様（
注
５
）

に
掛
け
取
り
に
行
っ
て
預
か
っ
た
五
十
両
を
、

す
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
金
が
な
け
れ

ば
死
ぬ
し
か
な
い
と
言
う
文
七
に
、長
兵
衛

は
迷
い
に
迷
っ
た
揚
げ
句
、
疑
わ
れ
る
の
は

悔
し
い
か
ら
と
、い
き
さ
つ
を
話
し
、
五
十

両
を
く
れ
て
や
る
こ
と
に
。

長
兵
衛「
お
久
は
女
郎
に
な
っ
た
って
死
に
ゃ

あ
し
ね
え
。
お
め
え
が
ど
う
し
て
も
死
ぬ
っ

て
え
か
ら
、く
れ
て
や
る
ん
だ
。
そ
の
代
わ

り
、吉
原
に
身
を
沈
め
た
お
久
が
悪
い
病や
ま
いに

か
か
ら
ね
え
よ
う
に
と
、そ
れ
だ
け
祈
っ
て

く
れ
」

文
七「
そ
ん
な
い
わ
れ
の
あ
る
お
金
、よ
け
い

頂
く
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
」

長
兵
衛「
じ
れ
っ
て
え
野
郎
だ
な
。

な
ん
で
も
い
い
か
ら
持
って
い
き
や

が
れ
！
」

　
文
七
が
五
十
両
を
持
っ
て
帰
っ

て
き
た
こ
と
で
驚
い
た
の
が
近
江
屋
。

水
戸
の
殿
様
と
碁
を
打
っ
て
い
た
文
七
が
、

う
っ
か
り
碁
盤
の
下
に
五
十
両
を
置
き
忘

れ
、屋
敷
か
ら
届
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
事
情
を
聞
い
た
近
江
屋
が
佐

野
槌
に
連
絡
を
取
っ
て
長
兵

衛
の
こ
と
を
聞
き
出
し
、
翌

日
、
文
七
と
と
も
に
長
兵
衛
の

長
屋
に
行
く
と
、夫
婦
喧
嘩
の
真
っ
最
中
。

割
っ
て
入
っ
た
近
江
屋
が
事
情
を
話
し
て
厚

く
礼
を
述
べ
、五
十
両
を
返
し
、
身
寄
り
の

な
い
文
七
の
親
代
わ
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

頼
む
。

　
そ
こ
へ
、
近
江
屋
が
身
請
け
し
た
お
久
が
、

美
し
く
着
飾
り
、
駕か

籠ご

に
乗
っ
て
帰
っ
て
く

る
。
う
れ
し
涙
に
く
れ
る
親
子

三
人
。
お
久
と
文
七
は
の
ち
に
夫
婦
に

な
り
、麹
こ
う
じ

町ま
ち

に
元
結
屋
の
店
を
開
い

て
繁
盛
し
た
と
い
う「
文
七
元

結
」由
来
の
一
席
。

娘
が
身
を
売
ろ
う
と
ま
で
し
て
借
り
た

五
十
両
を
、吾あ

ず
ま妻

橋ば
し

か
ら
身
投
げ
し
よ
う

と
す
る
文
七
に
く
れ
て
し
ま
う
長ち

ょ
う

兵べ

衛え

。

三
遊
亭
圓え

ん

朝ち
ょ
う（

注
２
）に
よ
る
人に

ん

情じ
ょ
う

噺ば
な
し（

注
３
）

の
代
表
作
。

『
文ぶ

ん

七し

ち

元も

っ

結と

い

（
注
１
）

』︻ 吉
原
、吾
妻
橋 

︼

落
語
名
作
選
◉ 

夜も賑わう現代の吾妻橋。江戸
時代には身投げする者も多く、
『佃祭』、『身投げ屋』など、多くの
噺の中で身投げの話題が出てくる

浅
草
、吉
原
、向
島
が

舞
台
と
なった
噺あ

っ
、お
放
し
く
だ
さ
い
！

死
な
な
き
ゃ
な
ら
な
い
訳
が
…
…

お
、お
い
、

ち
ょ
っ
と
待
ち
な
！

（
注
１
）元
結（
も
と
ゆ
い
、
も
っ
と
い
）と
は
、
チ
ョ
ン
マ

ゲ
な
ど
の
髪
を
ま
と
め
て
結
ぶ
紐（
ひ
も
）の
こ
と
。
和

紙
を
細
く
折
り
た
た
ん
だ
り
，撚（
よ
）
っ
た
り
し
た
も

の
を
用
い
た
。

（
注
２
）天
保
10
年
、
湯
島
切
通
町（
き
り
ど
お
し
ち
ょ

う
）に
生
ま
れ
、幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
落

語
家
。
人
情
噺
、
怪
談
噺
な
ど
数
多
く
の
名
作
を
作
り
、

後
世
の
落
語
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
注
３
）落
語
の
演
目
の
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
。
親
子
や
夫
婦

な
ど
の
情
愛
を
描
き
、
笑
い
だ
け
で
は
な
く
涙
や
感
動

も
誘
う
噺
が
多
い
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、ほ
か
に
滑
稽

噺
、怪
談
噺
な
ど
が
あ
る
。

（
注
４
）細
川
利
重（
と
し
し
げ
）を
初
代
藩
主
と
す
る

肥
後
新
田
藩
の
屋
敷
の
こ
と
。
現
在
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

本
社
ビ
ル
や
墨
田
区
役
所
あ
た
り
に
あ
っ
た
。

（
注
５
）向
島
の
隅
田
公
園
は
、か
つ
て
、小
梅
屋
敷
と
呼

ば
れ
る
、水
戸
藩
の
下
屋
敷（
し
も
や
し
き
）だ
っ
た
。
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本
橋
、人
形
町
を
歩
く
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花
の
お
江
戸
の
中
心
、日
本
橋
。
日
本
橋

は
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
た
慶
長
８
年

（
１
６
０
３
年
）、
江
戸
城
の
外そ
と

濠ぼ
り

と
隅
田
川

を
結
ぶ
橋
と
し
て
、日
本
橋
川
に
架
け
ら
れ

た
の
が
最
初
。
翌
年
に
は
五
街
道（
東
海

道
、日
光
街
道
、奥お
う

州し
ゅ
う

街
道
、中な
か

山せ
ん

道ど
う

、甲

州
街
道
）の
起
点
と
な
り
、日
本
の
中
心
地

と
な
っ
た
。
現
在
、
橋
の
真
ん
中
に
、日
本

の
道
路
網
の
始
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
日

本
国
道
路
元げ
ん

標ぴ
ょ
うが
あ
る
。

　

日
本
橋
を
起
点
に
、
室
町
、
人
形
町
、
茅

場
町
と
、
頭
に
日
本
橋
と
名
の
付
く
町
を
、

古
今
亭
文ぶ
ん

菊ぎ
く

師
匠
に
案
内
し
て
も
ら
お
う
。

　

現
在
の
日
本
橋
は
明
治
44
年（
１
９
１
１

年
）に
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、二
十
代

目
に
当
た
る
。
彫
刻
家
・
高
村
光
雲
が
全

体
を
デ
ザ
イ
ン
し
、日
本
橋
の
文
字
は
最
後

の
将
軍
、徳
川
慶よ
し

喜の
ぶ
の
手
に
成
る
も
の
。
残

念
な
が
ら
昭
和
38
年（
１
９
６
３
年
）、橋
の

上
に
首
都
高
速
道
路
が
架
け
ら
れ
、
往
時

を
し
の
ぶ
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
橋
そ
の
も
の
を
題
材

に
し
た
落
語
は
な
い
が
、
や
は
り
さ
ま
ざ

ま
な
噺は
な
しの
中
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。

　

橋
の
南
側
の
東
京
メ
ト
ロ
日
本
橋
駅
か

ら
、中
央
通
り
の
東
側
を
歩
い
て
日
本
橋
を

渡
る
と
、
橋
の
北
詰
め
す
ぐ
右
手
に「
日
本

橋
魚
市
場
発
祥
の
地
」の
石
碑
が
あ
る
。「
日

本
橋 

龍
宮
城
の 

港
な
り
」と
川
柳
に
詠
ま

れ
た
そ
う
で
、碑
の
横
に
は
乙お
と

姫ひ
め

像
も
建
て

ら
れ
て
い
る
。

　

徳
川
家
康
は
摂せ
っ

津つ
の

国く
に

佃つ
く
だ

村む
ら

か
ら
漁
民

を
佃
つ
く
だ

島じ
ま

に
呼
び
寄
せ
、
幕
府
の
膳ぜ
ん

所し
ょ

に
魚

介
を
供
す
る
た
め
に
漁
業
を
営
ま
せ
た
。

や
が
て
漁
民
た
ち
は
、そ
の
残
り
の
鮮
魚
を

日
本
橋
で
舟ふ
な

板い
た

の
上
に
並
べ
て
販
売
す
る

よ
う
に
な
り
、そ
れ
が
日
本
橋
魚う
お

河が

岸し
（
魚

市
場
）の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
落
語

『
百も
も

川か
わ
』（
84
ペ
ー
ジ
参
照
）に
も
、料
亭
で
飲

み
食
い
す
る「
魚
河
岸
の
若
い
衆
」が
登
場

す
る
。
い
か
に
も
河か

岸し

の
者
ら
し
い
、威
勢

の
い
い
様
子
が
、噺
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

そ
し
て
陸
路
の
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、

水
路
を
利
用
し
て
各
地
か
ら
食
料
や
資
材

が
日
本
橋
に
集
め
ら
れ
、
江
戸
市
中
に
運

び
込
ま
れ
た
の
で
、こ
の
界か
い

隈わ
い

は
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
資
の
集
散
地
点
と
し
て
賑
わ
っ
た
。

大
小
の
問
屋
や
小
売
店
が
軒
を
連
ね
、
川

沿
い
に
大
き
な
蔵
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ

う
だ
。

　

日
本
橋
は
江
戸
時
代
の
大
火
の
た
び
に

燃
え
落
ち
、何
度
も
架
け
替
え
ら
れ
た
が
、

日
本
橋
魚
河
岸
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
し

か
し
大
正
12
年（
１
９
２
３
年
）の
関
東
大

震
災
に
よ
り
築
地
に
移
転
し
、そ
の
歴
史
に

終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
橋
を
背
に
し
て
、
中
央
通
り
を
北

に
向
か
お
う
。
中
央
通
り
は
か
つ
て
日
本

橋
通
り
と
い
わ
れ
、通
り
沿
い
に
は
大お
お

店だ
な

が

軒
を
連
ね
て
い
た
。
日
本
橋
と
日
本
橋
通

り
の
賑
わ
い
は
、
絵
巻「
熈き

代だ
い

勝し
ょ
う

覧ら
ん

」に
詳

江
戸
開
府
以
来
の

日
本
の
中
心

日に

ほ

ん本
橋ば

し

江
戸の
台
所
は

築
地
に
あ
ら
ず

日
本
橋
魚
河
岸

し
く
描
か
れ
て
い
る
。
熈
代
勝
覧
の
本
物

は
ド
イ
ツ
に
あ
る
が
、三
越
前
駅
の
地
下
コ

ン
コ
ー
ス
に
複
製
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
誰
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

五街道の起点となった日本橋。親
柱には獅子の像が飾られている

日本橋の橋中央には麒麟（きりん）像が
ある。翼は、飛躍する首都東京を象徴
しているという

日本橋北詰め東側の通称「乙姫広
場」には、乙姫像とともに「日本橋
魚市場発祥の地」の石碑がある

下：

文
化
2
年（
1
8
0
5
年
）ご
ろ
の
日
本
橋
を
描
い
た

「
熈
代
勝
覧
」（
ベ
ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
）。

1
9
9
0
年
代
に
ド
イ
ツ
で
発
見
さ
れ
た
が
、作
者
は
不

明
。
神
田
今
川
橋
か
ら
日
本
橋
ま
で
、現
在
の
中
央
通
り

の
賑
わ
い
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
写
真
は
一
部
分
。

「
熈
代
勝
覧 

天
」
と
あ
る
の
で
「
地
」「
人
」
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
発
見
さ
れ
て
い
な
い

左：

三
越
前
駅
地
下
コ
ン
コ
ー
ス
の
「
熈
代
勝
覧
」
の
複

製
。「
反
対
側
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
ね
」
と
文
菊
師
匠
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三丁目

六本木
五丁目

麻生台
一丁目

麻生台
三丁目

愛宕
一丁目

西新橋
一丁目

虎ノ門
一丁目

新橋
二丁目

内幸町
一丁目

銀座
二丁目

東新橋
二丁目

東麻布一丁目

元赤坂

紀尾井町 平河町
一丁目

永田町
二丁目

丸の内
三丁目

谷町JCT

西銀座 JCT

一ノ橋 JCT

浜崎橋 JCT

新橋

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

卍

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

麹町

二重橋前

京橋

宝町

銀座

銀座一丁目
有楽町

東京

日比谷

桜田門

霞が関

霞が関ビル

国会議事堂前

赤坂

赤坂見附

永田町

六本木

虎ノ門

神谷町

御成門

大門

赤羽橋

芝公園
麻布十番

浜松町

竹芝

汐留

新橋

内幸町

築地市場
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15
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1
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405 316
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線

桜
田
通
り

東
京
高
速
道
路

首都高速都心環状線

飯倉片町

虎ノ門

飯倉

首都
高速
3号
渋谷
線

卍

外堀通り

桜
田
通
り

外苑東通り
外苑東通り

桜田門

北町奉行所跡

霞が関坂

虎ノ門砂場

日枝神社

桜田二重櫓
桔梗門

浪速屋総本店
総本家 更科堀井

善福寺

愛宕神社

丸の内、山王、麻布巡り

14分  0.7km歩く時間と行程：

七之
席

歩く時間：約２時間30分

20分  1km歩く時間と行程：

30分  1.5km歩く時間と行程：

24分  1.2km歩く時間と行程：

16分  0.8km歩く時間と行程：

12分  0.6km歩く時間と行程：

行程：約7km

東京駅丸の内口

桔梗門
千代田区千代田

桜田門
千代田区皇居外苑1

日枝神社
千代田区永田町二丁目10-5

虎ノ門交差点
港区 外堀通り × 桜田通り

30分  1.5km歩く時間と行程：

愛宕神社
港区愛宕一丁目5-3

飯倉片町交差点
港区 外苑東通り × 都道415号

麻布十番駅

案
内
人
◉
三
遊
亭
金
朝
七
之
席

丸の
内
、山
王
、麻
布
を
歩
く

131 130


